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替
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泣
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育
て
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な
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知
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四
月
か
ら
幼
稚
園
の
送
り
迎
え
が
始
ま
り
、
小
学
校
か
ら
大
学
迄
、
就
職
、
結
婚
と
母
の
役
は
多
忙
で

あ
り
、
嫁
の
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も
、
協
力
的
な
旦
那
ば
か
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で
は
無
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、
利
己
主
義
、
気
儘
、
遊
び
に
熱
中
す
る
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も
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老
齢

化
で
落
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い
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来
ら
れ
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が
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、
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か
ら
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葉
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明
る
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し
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し
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最
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飲
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さ
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食
店
さ
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の
開
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が
相
次
い
で
ゐ
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小
店
舗
の
物
販
店
さ
ん
は
、
郊

外
型
大
型
店
に
押
さ
れ
て
閉
店
さ
れ
る
店
が
有
る
。
そ
の
あ
と
は
殆
ん
ど
飲
み
屋
さ
ん
で
有
る
。
飲
酒
運
転

を
避
け
る
為
、
交
通
機
関
が
充
実
し
て
ゐ
る
駅
前
が
開
店
理
由
な
の
か
、
十
二
月
の
師
走
は
特
に
開
店
が
多

か
っ
た
。
な
ん
と
か
大
垣
の
商
店
街
が
繁
栄
し
な
い
か
と
思
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作
ら
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俳
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言
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千

尋

年
賀
葉
書
は
五
十
二
円
に
据
置
さ
れ
た
結
果
か
、
若
者
が
年
賀
状
離
れ
と
云
は
れ
た
程
に
は
減
ら
な
か
つ
た

様
で
す
。
親
友
に
年
賀
状
を
出
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
す
が
、
一
年
一
度
の
事
で
有
り
、
頂
い
た
年
賀

状
を
整
理
し
頂
い
た
方
に
は
翌
年
出
し
て
居
ら
れ
る
方
が
多
い
様
で
す
。
私
も
そ
う
し
て
い
ま
す
が
、
役
職
が

減
り
、
亡
く
な
る
方
も
有
り
少
し
づ
つ
減
つ
て
居
り
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
相
応
し
い
い
い
制
度
習
慣
で

す
。
出
来
れ
ば
続
け
ま
し
ょ
う
。
中
句
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
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